
「佐賀大学大学院学校教育学研究科紀要」執筆要項 

（平成 28年 9月 15日 大学院学校教育学研究科運営委員会 制定） 

（平成 29年 7月 6日 大学院学校教育学研究科運営委員会 一部改正） 

（令和 2年 12月 24日 大学院学校教育学研究科運営委員会 一部改正） 

（令和 8年 2月 26日 大学院学校教育学研究科運営委員会 一部改正） 

 

１．規定枚数 

和文，欧文とも，1編の仕上りが原則として概ね 20ページ以内とする。 

 

２．原稿の書き方 

(1)原則として横書きとする。必要があれば縦書きでもよい。 

(2)原稿の余白は，上下左右とも 20㎜とする。和文の場合，横書き 22字×40 行×2 段，または 45字×40 行

×1 段とする。縦書きは 32 字×27 行×2 段，または 65 字×27 行×1 段とする。欧文の場合，指定された例

（佐賀大学教育学部研究論文集 第１集 第１号 欧文例 参照）に倣って原稿を作成すること。 

(3)本文は以下に示す以外，原則として，和文の場合はMS明朝フォントでサイズは 10.5とし，欧文の場合

は Times New Roman フォントでサイズは 10.5 とする。ただし，特に強調したい単語等についてはこれ

に従う必要はない。 

(4)数字は原則半角とする。欧文単語またはアルファベット小文字は原則半角とする。 

(5)句読点の表記は，和文の場合は「、」または「，」と「。」， 欧文の場合は「,」と「.」 

を使用する。 

(6)図や表は本文中に挿入する。見出しは，図の場合は下側，表の場合は上側に付す。 

(7)1ページ 1行目より，原稿の区分（フォントサイズ 10.5），和文題目（フォントサイズ 14），和文執筆者

名（フォントサイズ 12），執筆者名のローマ字表記（フォントサイズ 12）のすべてを記入する。研究論

文については，和文執筆者名の次に欧文題目（フォントサイズ 14）を記入する。各項目は 1行ずつあけ，

すべてセンタリングする。 

(8)副題目（フォントサイズ 11）がある場合，前後に「－」をつける。 

(9)和文執筆者名の姓と名の間は全角 1文字あける。著者が 2名以上の場合は，「・」で区切る。 

(10)欧文題目の括弧は「"」（半角二重引用符）を使用する。 

(11)執筆者名のローマ字表記は，名前を前に置き，その 1文字目と姓はすべて大文字で記入する。著者が 2

名の場合は「and」で区切る。3名以上の場合は「,」，最後の人の前は「, and」で区切る。 

(12)要約（フォントサイズ 10.5）は，和文（200字以内），または欧文（150語以内）とする。 

(13)キーワード（フォントサイズ 10.5）は 5つまでとし「，」で区切る。 

(14)執筆者名の右肩上「*」を付記し，1ページ目の脚注に所属（フォントサイズ 9）を記入する。 

(15)注の分量は，仕上りページ数の 8／10を限度とする。 

(16)その他，全体の体裁は，調整のため研究科紀要編集委員会で修正することがある。 

 

３．校正 

提出された原稿は，原則としてそのまま PDFファイルに変換し編集作業に使用されるため，校正は行われ

ない。そのため論文提出予定者は原稿提出前に，Word の PDF ドキュメント作成機能を用いた原稿チェック

を行うことが望ましい。 

 

４．原稿の作成と提出について 

論文提出予定者は，別途配布される「原稿フォーマット」を用いて原稿を作成し，完成原稿を所定の期日

までに，定められた方法にて研究科紀要編集委員会へ提出すること。 

 

５．別刷 



別刷は研究費または自己負担とする。 


